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California
Dreamin’

'

California
Dreamin’

'小
学
校
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

国
際
交
流
員 

　
ハ
ド
ソ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン 

　
3
月
末
ま
で
応
募
を
行
っ
て
き
た

恐
竜
児
童
文
学
の
応
募
数
を
発
表
し

ま
す
。（
集
計
中
の
た
め
概
算
） 

○
創
作
童
話 

　
　
一
般
の
部
　
　
3
7
5
点 

　
　
小
中
の
部
　
　
4
7
0
点 

○
漫
画 

　
　
一
般
の
部
　
　
７０
点 

　
　
幼
〜
中
の
部
　
2
2
0
0
点 

　
４５
も
の
都
道
府
県
か
ら
応
募
が
あ

り
、
中
に
は
海
外
か
ら
の
作
品
も
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
方
々

も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
4
月
中
旬
か
ら

予
備
審
査
を
開
始
し
、
夏
に
は
本
審

査
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
も
3
月
末
で
応
募
を
締
め

切
り
ま
し
た
。
最
初
は
作
品
が
思
っ

た
よ
う
に
集
ま
ら
ず
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
5
月
上
旬
ま
で
に
応
募
作
品
を
審

査
し
、
8
月
の
本
選
出
場
チ
ー
ム
を

決
定
し
ま
す
。 

申 

問 
・ 

恐
竜
児
童
文
学 

応
募
総
数
3
1
1
5
点 

Ｉ
Ｔ
甲
子
園 

応
募
総
数
６６
点 

参
加
者
募
集 

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー 

　
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
、
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ

制
作
、
画
像
や
映
像
の
処
理
、
音
楽

の
編
集
や
作
曲
を
学
び
ま
す
。
友
達

同
士
や
ご
家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

○
募
集
定
員
　
１０
グ
ル
ー
プ
（
1
グ

ル
ー
プ
2
〜
5
名
） 

○
参
加
資
格
　
小
学
生
高
学
年
以
上 

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
5
月
１４
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
後
6
時
３０
分
〜 

○
応
募
締
切
　
4
月
３０
日
（
土
） 

○
と
こ
ろ
　
�
奥
越
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー 

○
そ
の
他
　
完
成
し
た
作
品
は
１０
月

３０
日
に
発
表
し
ま
す
。 

恐
竜
イ
ベ
ン
ト 

　
長
尾
山
で
行
わ
れ
る
恐
竜
イ
ベ
ン

ト
で
は
様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。 

◎
恐
竜
絵
文
字
コ
ン
テ
ス
ト 

　
１０
ｍ
四
方
内
で
恐
竜
を
テ
ー
マ

に
し
た
絵
文
字
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。
絵
文
字
は
上
空
か
ら
撮

影
し
、
来
場
者
に
優
秀
作
品
を
投

票
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

◎
恐
竜
大
吠
コ
ン
テ
ス
ト 

　
恐
竜
に
な
っ
た
つ
も
り
で
鳴
き

声
の
大
き
さ
を
競
い
ま
す
。 

◎
そ
の
他
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
多

数
企
画
し
て
い
ま
す
。 

○
開
催
日
時
　
１０
月
２９
日
（
土
） 

　
　
　
　
文
化
課
（
�
内
線
4
7
2
） 

「ハドソンの英会話教室」 
と　き 
　毎週月曜日 
　午後7時30分～9時 
ところ 
　教育会館 
　問　未来創造課 
　　　　　（内線234） 
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み
な
さ
ん
を
連
れ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
に
た
く

さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し
た
と
て
も
懐
か
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
み
な
さ
ん
、
今
日
は
ア

メ
リ
カ
の
小
学
生
に
な
っ
て
み
ま
し
ょ

う
！

"W
a
ke
u
p
!
Y
o
u
'll
b
e
la
te
fo
r

s
c
h
o
o
l!"

（「
起
き
な
さ
い
！
学
校
に
遅

れ
ま
す
よ
！
」）
お
母
さ
ん
の
声
に
目
が

覚
め
ま
す
。
た
ん
す
を
開
け
、
今
日
の
洋

服
を
選
び
（
制
服
は
な
い
よ
）、
そ
し
て

好
き
な
靴
を
履
い
て
か
ら
ト
イ
レ
へ
急

行
！
歯
磨
き
し
て
、
髪
も
と
か
な
き
ゃ
！

怒
ら
れ
る
か
ら
ね
。
き
れ
い
に
な
っ
た
ら

台
所
へ
行
っ
て
、
お
い
し
そ
う
な
シ
リ
ア

ル
（
米
や
小
麦
か
ら
で
き
た
ビ
タ
ミ
ン
た

っ
ぷ
り
の
フ
レ
ー
ク
）
を
牛
乳
と
ボ
ー
ル

に
入
れ
て
、
食
べ
始
め
た
ら
…

（
ピ
ン
ポ
ン
！
）

あ
、
友
達
が
迎
え
に
来
た
！
毎
朝
自
転

車
に
乗
っ
て
一
緒
に
通
学
し
て
い
る
友
達

な
の
！
急
い
で
食
べ
終
わ
っ
て
出
発
！

授
業
が
始
ま
る
前
に
、
必
ず
忠
誠
の
誓

い
を
し
ま
す
。
そ
し
て
授
業
の
始
ま
り
。

数
学
、
理
科
、
社
会
、
国
語(

英
語
の
こ

と
だ
よ)

・
・
・
頭
が
新
し
い
知
識
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
な
か
が

昼
ご
飯
の
時
間
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

3
、
2
、
1
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
！
ベ
ル

が
な
っ
た
ら
、
急
い
で
外
へ
！
ラ
ン
チ
の

行
列
が
長
く
な
る
前
に
並
び
ま
す
。「
ピ

ザ
を
ど
う
ぞ
！
」
と
コ
ッ
ク
さ
ん
が
言
い

な
が
ら
や
さ
し
く
給
食
を
渡
し
て
く
れ
ま

す
（
も
ち
ろ
ん
サ
ラ
ダ
と
フ
ル
ー
ツ
付

き
！
）。
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
と

こ
ろ
を
探
し
に
行
き
ま
す
。
あ
、
あ
そ
こ

の
大
き
い
木
の
下
の
ベ
ン
チ
が
い
い
か

な
！
そ
し
て
、
楽
し
い
昼
食
タ
イ
ム
。

食
べ
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
遊
ぶ
時
間
で

す
。
芝
生
で
サ
ッ
カ
ー
！
ブ
ラ
ン
コ
！
バ

ス
ケ
ッ
ト
！
縄
跳
び
！
そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
授
業
開
始
の
ベ
ル
の
音
。
時
間
が
経

つ
の
は
速
過
ぎ
！

3
時
に
な
っ
て
、
や
っ
と
授
業
は
終
わ

り
。
荷
物
を
ま
と
め
て
、
近
く
の
デ
ー
・

ケ
ア
ー
（
児
童
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
）
へ
。

宿
題
、
昼
寝
、
ス
ナ
ッ
ク
、
楽
し
い
時

間
！
で
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
お
母

さ
ん
の
お
迎
え
で
す
。
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明

日
！
バ
イ
バ
イ
！
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国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
の 

　
　
高
額
医
療
費

　
　
高
額
医
療
費
・
出
産
費
貸
付
制
度

出
産
費
貸
付
制
度 
国
民
健
康
保
険
の 

　
　
高
額
医
療
費
・
出
産
費
貸
付
制
度 

「特別障害給付金制度」が 
　　　　　　　　　始まります。 
「特別障害給付金制度」が 
　　　　　　　　　始まります。 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か 

　
「
学
生
納
付 

　
　
　
　
特
例
制
度
」 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か 

　
「
学
生
納
付 

　
　
　
　
特
例
制
度
」 

　この制度は、国民年金への加入が任意だったために加
入せず傷害を負い、障害基礎年金を受けられない人に特
別傷害給付金が支給されます。 
　対象者は、①平成3年3月以前の国民年金任意加入対
象であった学生②昭和61年 3月以前の国民年金任意加
入対象であった厚生年金等に加入していた方の配偶者で、
任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在障
害基礎年金の1、2級相当の障害の状態にある方です。 
　請求書の受付は、4月から市民生活課にて受付を開始
します。給付金の支給は、請求書を受付した月の翌月か
らとなりますので、給付金を請求される方は、4月中に
請求の手続きを行ってください。 

　
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
猶
予

す
る
制
度
で
す
。 

　
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
届
出
を
し

て
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
学
生
で
あ
る
間
は
毎
年
度

届
出
が
必
要
で
す
。
今
年
も
申
請
を

さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

必
要
な
も
の
▼
印
鑑
、　
学
生
証
の

コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
等
学

生
と
わ
か
る
も
の 

　20歳代の方は、本人 (配偶者を含む )の所得が一定
額以下の場合は、申請により月々の保険料が猶予され
ます。（これまでは、所得が一定額以上の世帯主 (親
など )と同居している場合には保険料免除の対象とは
なりませんでした。） 
必要なもの�印鑑、（離職した場合は、離職票の写し） 

①老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保険
料の納付済み期間が25年以上必要ですが、この制
度の承認を受けた期間は、老齢基礎年金の受給要件
に含まれることとなります。また将来満額の老齢基
礎年金を受け取るためにその後10年間のうちに保
険料を納付することができます。ただし、2年以上
経過後は、保険料に一定の加算がかかります。 
②また仮に障害や死亡といった不慮の事態が生じたと
きにその月の前々月以前の１年間に保険料の未納が
あると障害基礎年金・遺族基礎年金が受取れない場
合がありますが、この制度の承認を受けている期間
は、未納の扱いとはなりませんので万一の時にも安
心です。 

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す 

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す 

◎学生納付特例制度および 
　　　　　　　　  若年者納付猶予制度のメリット 

年金額の確認及び年金の手続きについての問い合わせ先 
福井社会保険事務所（福井厚生年金会館裏）�0776-23-1002 
福井年金相談センター（福井放送会館ビル6階）�0776-21-4165 

国民年金、国民健康保険に関する問合わせ先 
市民生活課　国保年金グループまで　88-1111（�内線257、258） 

1
ヶ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
、
高

額
医
療
費
を
請
求
で
き
ま
す
が
、
請

求
し
て
か
ら
支
給
さ
れ
る
ま
で
通
常

3
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
医
療

費
の
支
払
い
に
必
要
な
当
座
の
費
用
を
無
利

子
で
貸
付
し
家
計
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
▼
高
額
医
療
費
が

支
給
さ
れ
る
見
込
の
あ
る
か
た
で
、
国
保

税
の
滞
納
の
な
い
か
た

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
額
▼
高
額
医
療
費
支
給

見
込
み
額
の
8
割
相
当
額
（
2
万
円
以
上
）

申
請
方
法
▼
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
て
　
医

療
費
請
求
書
等
、
印
鑑
、
振
込
口
座
の
わ

か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）

高
額
医
療
費
貸
付
制
度

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
産
育

児
一
時
金
を
請
求
で
き
ま
す
が
、
産
後
の
請

求
と
な
り
実
際
に
支
給
さ
れ
る
の
は
産
後
数

週
間
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
出
産
に
必
要
な
当
座
の
費

用
を
無
利
子
で
貸
付
し
家
計
の
負
担
を
軽
減

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
▼
出
産
育
児
一
時

金
が
支
給
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
か
た

で
、
国
保
税
の
滞
納
の
な
い
か
た

①
出
産
予
定
日
ま
で
1
ヶ
月
以
内
の
か
た

②
妊
娠
4
ヶ
月
以
上
で
、
医
療
機
関
に
一

時
的
な
支
払
い
が
必
要
と
な
っ
た
か
た

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
額
▼
２４
万
円
が
限
度

申
請
方
法
▼
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
て

①
出
産
予
定
日
ま
で
1
ヶ
月
以
内
で
あ
る

証
明
書
等

②
妊
娠
4
ヶ
月
以
上
で
あ
る
証
明
書
お
よ

び
医
療
費
請
求
書
等

印
鑑
、
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の(

郵

便
局
以
外)

出
産
費
貸
付
制
度




